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第２四半期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年４月 14日に開示した平成 23年２月期第２四半期連結累計期間（平
成 22年３月 1日～平成 22年８月 31日）の業績予想につきまして、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
1.平成 23年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 22年３月１日～平成 22年８月 31日） 
 

（単位：百万円） 
 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結四半期純利益 1株当たり連結四半期純利益(円)  
前 回 発 表 予 想 （ A） 87,000 △400 △300 △1,700 △2,693.00 
今 回 修 正 予 想 （ B） 85,434 897 1,173 △934 △1,480.00 
増 減 高 （ B― A ） △1,566 1,297 1,473 766  
増 減 率 （ ％ ） △1.8 ― ― ―  
（参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年 2月期第２四半期） 
92,826 232 405 △391 △621.00 

 
２．修正の理由 
 
 当第２四半期（累計）連結業績予想における連結売上高につきましては、主要セグメントにおける店舗閉鎖

数の増加及び新店計画の見直し等の影響により、前回発表時より 1,566百万円減少しております。 
 一方で、連結子会社である㈱京樽、㈱どんにおける原材料単価の低減と加工費の削減など、グループ横断的

に取り組んでいるコスト低減活動の進捗による利益改善が進んでおり、加えて㈱吉野家の 4月、7月のディス
カウントセール期間中の客数増による利益貢献もあって、営業利益、経常利益、四半期純利益とも前回予想を

上回る見込みであります。 
  
（注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想    

   数値と異なる場合があります。 

以上 


